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「
危
険
を
み
つ
け
て
取
り
く
む
改
善

　
　
　
　

ト
ッ
プ
の
決
意
と
み
ん
な
の
実
行
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
る
全
国
安
全
週
間
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、(

社) 

日
立
労
働
基
準
協
会
と
日

立
労
働
基
準
監
督
署
と
の
共
催
に
よ
る
、
全
国
安

全
週
間
説
明
会
が
、
六
月
四
日(

金) 

日
立
労
働
会

館
に
お
い
て
二
百
三
十
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
協
会
の
磯
貝
副
会
長
と
監

督
署
の
高
野
署
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
監
督

署
の
山
口
第
三
方
面
主
任
監
督
官
よ
り
、
全
国
安

全
週
間
の
実
施
要
綱
の
説
明
と
、
安
全
衛
生
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ

映
写
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
特
別
講
演
に
入
り
、
「
極
寒
の
中
の
二

つ
の
遭
難
事
件
」( 

リ
ー
ダ
ー
で
決
ま
る
協
働
作

業
集
団
の
総
合
評
価) 

と
題
し
、
マ
ナ
ス
ル
登
山

隊
、
南
極
越
冬
隊
元
隊
員
の
高
橋
嘉
彦
氏
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
八
甲
田
山
の
大
量
遭
難
事
件
と
南
極

ス
コ
ッ
ト
隊
の
悲
劇
を
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
件
で
の
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
の
違
い

平成16年度　全国安全週間説明会を開催

高野署長挨拶

特別講演　高橋嘉彦氏

熱心に聴講する参加者の皆さん 磯貝副会長挨拶

が
運
命
を
左
右
し
た
と
の
話
し
か
ら
進
め
ら
れ
、

二
つ
の
事
件
も
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
然
の
脅

威
に
対
す
る
思
慮
の
浅
い
深
い
の
差
と
、
人
間
集

団
に
対
す
る
統
率
能
力
の
優
劣
、
そ
れ
に
事
業
に

対
す
る
情
熱
の
差
が
成
否
を
分
け
た
も
の
で
あ
る

と
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
極
越
冬
隊
時
の
お
話
し
で
は
、
異
質

が
混
在
す
る
人
間
集
団
が
団
結
し
た
場
合
は
、
性

格
の
同
じ
者
の
団
結
力
が
「
和
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
「
積
」
の
形
で
、
そ
の
力
は
は
る
か
に
大
き

く
な
る
と
の
越
冬
隊
長
で
あ
っ
た
西
堀
栄
三
郎
氏

著
の
「
南
極
越
冬
隊
記
」
の
一
文
を
引
用
さ
れ
、

リ
ー
ダ
ー
は
い
つ
も
大
き
い
公
約
数
を
得
ら
れ
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
ま

し
た
。

　

マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
、
南
極
越
冬
隊
の
経
験
と
、

製
鉄
会
社
で
の
安
全
衛
生
活
動
を
通
じ
得
た
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
く
講
演
は
、
聞
く
者
の

心
を
打
ち
、
ま
た
説
得
力
の
あ
る
た
い
へ
ん
有
意

義
な
お
話
し
で
あ
り
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


